
国語科における「学ぶ力」を育てる単元学習の実践

単元「ことぱの有り様を考える」を材料として

1はじめに

来九るべき21世紀に備え、どんな社会の変化に直面しても人間として主体的に生き抜いてぃく

ことができる生徒の育成を願い、様々な実践研究が試みられている。それは、明治以来綿々と継

承されてきた教科書絶対主義による画一的一斉授業からの脱却を意味するものである。しかし、

「言うは易く行うは難し」のことば通り、現場の教育は必ずしも思うようにいっていないのが実

悲であろ0 その要因にはいろいろあるが、特に受験体制におけろ知識中心主義の弊害は著しい。

このような状況の中で、国語科として如何に打開すべき力、本研究の課題であろ。

さて、画一的一斉授業の問答法にっいて、佐伯胖氏は「考えることの教育」(国士新書)の中

で次のように書いている。^従来の問答法でわからせようとすれぱ、わかろようになるのだが、

しかし、それは本当にわかったの力、いわゆる、問答法では問いと答えが固定してぃて、その問

いを助言や発問で生徒ナこちをわかりきったところへ誘導してぃく。そうぃう意味の理解をねらっ

て学習が進められていく。これは理解ということを誤解してぃるのであって、本当の理解とはい

いがたい0 そもそも理解とはプロセスであって結果ではなく、その生徒が何がわかったかという

ことよりも、何をどのようにわかろうとしていろかというととが大切なのである。

この一斉授業による問答法は、今日もなお指導法の中核を成してぃる。教師と生徒の1対1の

取り引きの形をとってはいるが、所詮、全体栢手の方法であろ。教師が問いかけて特定の生徒が

答える。その際、教師は答えた生徒の出来ばえを評価しながら同時に、答えの波及効果を考えて

いる0 その生徒の答えが他の生徒たちにどぅ影響していくか。そしてその結果、授業の進行がど

うなっていくかと図っている。これは、いずれもあろ範疇に生徒の発言を収めようとするもので、

教育的ではない。生徒の理解とその表現化の実態は、もっと人間的なものであろ。教師と生徒、

生徒と生徒の間に表現・理解の通じ合う真の教室になる九めには、学ぶ者同士がその考えや感じ

を交流できろ「学習室」にしなければならない。ここに本研究テーマである「単元学習」を設定
した。
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1研究の基盤

1.単元学習の意義

①これからの学校教育の展望

中央教育審議会の「教育内容等小委員会報告」は、いわぱ21世紀への教育を考えて打ち出

されたものであった。今後、特に重視しなければならない視点として次の四項目をあげてい

る。①自己教育力の育成、建陛礎・基本の徹底、③個性と創造性の伸長、④文化と伝統の尊



重、これらの視点を立てるに至った背景として、次の指摘は重要であろ。

「今後における我が国社会の変化を的確に予測することはもとより困難であるが、情報化

などの社会の急激な変化は更に継続していくものと思われる。加えて、高齢化の進行や国際

社会における責任の重大など、我が国社会がこれまで直面したことのない新たな変化や新た

な課題に取り組むことにもなるであろう。.」

このような新たな変化や新たな課題に適切に対処するためには、主体的に変化に対応する

能力をもち、個性的で多様な人材が求められるものと考えられる。主体的に変化に対応すろ

能力としては、例えば、困難に立ち向かう強い意志、問題の解決に積極的に挑む知的探求心

主体的に目標を設定し必要な知識・情報を選択活用していく能力、自己を抑制し、他者を尊

重しっつ、良好な人間関係を築いてぃくことのできる資質などが重要視されろものと考える0

また、これらの学校教育の在り方は、現行教育課程(昭和51年の教育課程審議会答申に基

づいて改訂されたもの。)の次の三点を基本的なねらいとしていた。

①人間性豊かな児童生徒を育てること。

②ゆとりのあるしかも充実した学校生活が送れろようにすること。

③国民として必要とされる基礎的・基本的な内容を重視するとともに児童生徒の個性や能

力に応じた教育が行われろようにすろこと。

従って、この視点は長期的展望に立った、大きな意味を持つものであった。ところで、21

世紀への学校教育の課題を「主体的に変化に対応できろ個性的人間の育成」と捉え、今日、

「自己教育力の育成」(自己学習、自己形成、自己啓発、自己陶冶などの概念を総合したも

の。)という視点がクローズア"プされ九。

この自己教育力の概念の具体的な意味内容を、次の三点にまとめてみる。

仞学習意欲と意志の形成

自己教育力の核心は、主体的な学習意欲と意志の問題であろ。受験準備教育とか記億中

心の教育、偏差値による教育、また、現在の青少年に一般的にみられる無関心・無気力

無責任の傾向をいかに弸授していく力、これからの学校教育にと.つて重要な課題である0

フライミャ氏は、学校の基本目的は、子どもたちの学習を助けることだとし、学習する

ことを尊ぶこと.とりわけ学習意欲の問題が重要だとして、次のように述べている0

「子ども九ちの学習意欲を喚起すろよう励ますことこそが<学習を価値づける>ことで

あり、多様な教育の目的の中でもっとも基本的なものであるといえよう。人間の活動とし

ての学習の価値を信じることこそ、何よりも重要な学習方法でもある。つまり、子ども九

ちが自分の生活や人類の生活をよりよくすろ手段として学習にかかわり合うことである0

それは現実結局、子どもの学習を助けるということは、子どもたちが学習そのもの

的.美的.知的.社会的.人間的なさまぎまな方法でくり返し行われるものだが、^

を、胸高まらせて生涯にわたって行う人間の営みとして価値づけることができるように援

助することから始めなけれぱならない。.」
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W 学習の仕方の習得

自己教育力の第二は、学習の仕方の習得であろ。「審議経過報告」では、次のように述

べている。

「今後の社会の変化を考えろと将来の日常生活や職業生活において、何をどのように学

ぶか、という学習の仕方についての能力を身につけろことが大切である。そのためには、

学校教育において基礎的・基本的な知識・技能を着実に学習させろとともに、問題解決的

あるいは問題探求的な学習方法を重視する必優がある。.」

このように、これからの学校教育の在り方について学習の仕方の習得が強調されるのは、

生涯教育の考え方にも通じる。 P・ラングラン氏は、生涯教育の視点に立ち、これからの

学校の性格として次のことを指摘している。

「生涯教育にとっては、十全の知識・十全の能力という概念は無縁のものになろ。生涯

教育の立場では、知識は常に変化するものであり、たえず発展すろものである。ひとつの

知識の質を完全にするためには、まさにーイ主涯かかると考えるのであろ。いちばん大切な

ことは、"学習のメカニズム"を獲得することであろ。そして、教材は教育の基本目標と

なるこうした学習を支える養分のようなものである。.」

このように、これからの学校教育のあり方を学習の仕方の習得という視点から再検討し

ようとするとき、とりわけ教育の内容と方法にかかわって、次の諸点についてのアプロー

チが要請される。

①学習の仕方についての学習を、単に学習の方法や指導の形態としてのみ捉えろことは

できない。それだけに基礎的・基本的知識や技能の習得はいっそう大事である。「構造

的知識」という観点からの内容の精選が決定的に重要になる。

②学習の仕方の習得という観点から、いわゆる総合的学習が再評価されなければならな

い。学習態度としても単なろ知識習得学習でなく、問題解決的・問題探求的学習が要請

されろ。

③学習の仕方の習得においては、学習態度の形成を見直さなければならない。 J・デュ

ーイは、学習における思考の方法と同時に、それを支える態度の面が大事で、両者は切

り離せない、という。従って、彼が思考の方法を支える態度としてあげろのは「すなお

な心」「誠心誠意」そして、「責任倒である。

④学習の仕方の習得は、教科の面についてのみでなく、教科外活動としての特別活動が

きわめて重要である。

⑤学習の仕方の習得という観点から、現行の入学試験をはじめとして、学校におけるテ

スト(評価のシステム)が根本的に改革されなければならない。

⑥情報化社会の傾向が増大すろ中で、「情報の主人公になれろ人間」の育成ということ

が学校教育にとって重要な課題になる。従って、これまでの「情報伝達型」の教育から

「情報処理」ないし、「情報選択型」の教育への転換を要請される。学習におけろ直接

経験はいっそう重要であり、現行の教育課程において強調されている「体験的学習」(勤

国語科における「学ぶ力」を育てる単元学習の実践
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労にかかわる)の重要性も認識しなければならない。

ψ)生き方の探求

これからの変化の激しい社会におけろ生き方の問題である。このことは「生涯教育」の

基礎を培うものとして学校教育の重要な視点とされた。とりわけ進路指導の充実と社会参

加の促進を図るために青少年に奉仕活動などの場を与えることである。こうし九生き方の

指導によって「自己を高めること」と「他を高めること」とが統合的に結び合うのである。

②単元学習成立の条件

国語科の顔はまさに多面的である。「言語要素的面」と「情報や内容面」とが対照的な取

り組みをなす。国語科の単元学習はこの両者の間に入って両面を繋とうとするものである。

単元学習において、生き生きとした充実感を持てるのは、何よりも生徒たちの生きた表情へ

と連動されてぃくからである。具体的な状況に立ち向かっているときに働く力は「学ぶ力」

である。この学ぶ力(自らの力で問題を解決していこうとする主体的な構え)の育成が「単

元」にほかならない。

単元は指導者に思想がなくてはならない。教育や国語科の指導や生徒たちの認識や社会状

況などに対するその人なりの思想があって初めて単元が成立する。これが「単元設定の理由」

であろ。

仍生徒の手で創られる単元

教師は生徒の言語生活の実態をしっかり捉えなければならない。生徒の一人ひとりの言

語経験を生かした言語の大きな学習のまとまりである。従って、聞いたり、話したり、読

んだり、書いたりする活動を通してある目的を充足させて人間や生活の全体を引きあげろ

ことになる。

教材は正しくは学習材であろ。学習者がその資料、材料と出会って追求し、深め、調べ

ようとしたとき、初めて学習材として息を吹き出す。学習材は学び手の個性に従ってさま

ざまな表情を持ち、その関わり方如何1こよっていろいろな角度や視点が生まれることにな

ろ。

(イ)生徒が個別化され、異質な活動を尊重する単元

生徒九ちに「集めろ」「連想する」「分類する」など作業学習をさせながら、一人ひと

りの学び手の心を捉える。そして、次のようなことばで精神を満九すのである。「うん、

こういう一種の知的感動知っている」「あっ、見つけた」「へえ、そうなのか」 ●●●●●●●■●

0

を生徒の内心にわきおこさせる。

「私の00」という単元は、単元として有力である。それは個を大事にするという個の

原則に合っているからである。他の真似のできない一人ひとり違っ九経験をするので、こ

こでは「できる子、できない子」というものさしは存在しない。従って、優等生中心主義
..

の指導に陥ることはないのである。

φ)学習の結果よりも、プロセスを大切にする単元

前述しナこ佐伯胖氏のことば、^そもそも理解とはプロセスであって結果ではなく、

川 津 啓 義
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その生徒が何がわかっ九かということよりも、何をどのようにわかろうとしているかとい

うことが大切なのである。^という捉え方である。

単元は学習者がある目的のために探したり、調べたりまとめたりするひと続きの学習活
.

動によって成っていろ。必要に応じて、調査・研究・整理の対象や方法を変えろ「変容性」

である。単ナ詳習は、連続性と変容性(柔軟性)という特色がある。その他に、「関連性」

があり、聞い九り、話しナこり、読んだり、書いたりすろ学習活動の中で自然に関連され、

結合されていくプロセス単元である。

国学習訓練の基本を「聞くこと」におく単元

手を挙げないで考える習慣、答えようと構えて思い悩んでいろ状態などをどのように自

覚的に教えているか。学習訓練の基本は教室におけろ成員の一人ひとりが、学習の進行に

合わせて、それに身を置き学習の流れに沿って共に考え、問題を拡げ九り絞ったり、比べ

たり取捨したり、まとめ九り深めたりしていこうとすろ態度である。その学習感覚をどう

形成し、どう確かにしていくかが訓練の基本となる。

その際、①教室における学友や指導者の発言に耳を澄ませ、②正しく聞きとって考え、

③必要に応じて記録をし、④集団学習の場合には協力的に参加しようとすろ態度が必要で

ある。いわゆる「鉛筆で聞く」ことや「疑問を持ちながら聞く」「問題や課題を発見しよ

うと聞く」ことが要請される。従って、学習訓練の基本を「聞くことの指導」から始めた

いのである。

国語科における「学ぶ力」を育てる単元学習の実践

頂単元学習の実際

単元

5

1.単元設定の理由

私1ことってすとくうれしい事があっナこので、友だち1て「ねえねえ、きのう私ねー.・ーー・」と、

うれしくてしょうがないという感じで話していました。話し終わろと、冷たく 「それで一言 、
. .

.ノ」ということばが返ってきました。

「それからどうしたの」ではなく、「それがどうしたの」という意味だったのです。すこく

腹が立って「言わなきゃよかった」と思いました。すでく冷たくて、何かで頭をガッーンと殴

られ突き放されたようでした。しかし、自分も知らずにどこかでゞ人を傷っけてぃろのかと思

うといやな長詩ちになりました。( N子の取材力ード「気になることぱ」より)

「別に・しけえ.ノ」に代表されることばの乱れは著しい。身勝手さ.粗雑さ.思いやりのな

さによることばの暴力は、生徒の心をむしばんでいる。

ことばは、本来「通じあう」「わかりあう」ための人間に与えられた唯一の贈りものである。

ことばによってよいコミュニケーシ,ンの場がつくられ、思考し、認識する。いわゆる、文化

「ことばの有り様」を考える

日本語の「察しの文化」



の創造である。ところが、今日、そのことばが逆の道具として使われていろ。このような実態

を捉え、本来あるべき「ことばの有り様」を考えていきたい。

人の心を察し、思いやる気持ちによってことばは電る。日本人の察しの文化に根づい九「こ

とば」の単元を設定した。

◎「察しのことば」を視点にして生徒の集めナこ「ことば』を次のように分類した。

①自分に言い聞かせることば

「よし.ノ」「打倒00.ノ」 ●●●●●●■●●●●●

0

②人に話しかけることば(話しかけられることば)

①転移することば

〔プラス傾向のことば→マイナス傾向のことばへ〕①→●
ア、プレッシャーことば・・・がんぱれー・。

イ、誇大ことぱ・・・すでいー・。

ウ、嫌みことば・・・おもしろ、よかったねー・。

(マイナス傾向のことぱ→プラス傾向のことぱへ〕●→田

ア、いナこわろことば・・・ぱ力寸ごなあー・。

イ、たしなめることば・・・ばほ(ばかとあほをいうしょにしたことぱ)
. .

②転移しないことば

(プラス傾向のことば〕①
ア、ほめことば・・・プリティー、すこいね、がんばったね、ー・。

イ、応答ことぱ・・・ありがとう、なろほど(あいづち)ー・。

ウ、励ましのことば・・・がんばうてね、おしいよ、あきらめろな、捲士重来一・。

〔マイナス傾向のことば〕(ヲ

ア、しらけことば・・・ふうん、それで、勝手にすれば、別に、それでどうした、

なにやってんのー・。

イ、責めことば・・・はやくしなきい、いい力斗ナーん、そんなこともわからん、

あの人はああいう人だけんー・。

生活語いの実態を把握し、「私とことば」によるそれぞれの問題意識を喚起させたい。日本

人の察しの文化に根づい九「察しのことぱ」は、今日、日常生活の特定の集団・鳳系や場面で

しか通用しない飛躍した形で使われている。その九めの弊害は顕著である。しかし、反面すぐ

れた感覚・勘を養う場ともなっている。

そこで、生徒九ちの交わす「ことば」の有り様を探り、学習を通して場面や状況に応じた適

切なことばの獲得と、勘だけに頼りがちな今の生徒の「ことば」に対すろ考え方にメスを入れ

ことばの力に気づかせることを意図している。

2.単元の目標

①生活語いを見直し、語いの文化性を高める態度を育てろ。
. .

②「語い単元構成のマトリ,クス」の特に語義(類義・対義)、語感(素性・美醜・適否)

川 津 啓 義
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位相(所属・場面)の三領域に視点をあて、語いの拡充を図る方法を身にっけろ。
..

③場面や状況の中で的確にことばを選び、使える能力をっける。
.

3.単元の学習計画(全12時間)

(D 「私・とことば」にっいて、素朴な考えを書い九り、話し合うことにより課題意識を高める。

4時間

②「気になろことば」と「心に残ろことば」の二っの視点でことばを集める。集めたことば

を分類し、自分の課題を設定すろ。 2時間

③生活語いを見直し、語いの文化性を高めろ。 4時間

④「私とことば」^察しのことばをめぐって^というタイトルで、学習しナこ語いを使っ

で文章を書く。 2時間

4 単元学習の実践

学習者島根大学教育学部附属中学校第3学年4組

(昭和61年7月10日~9月8日)

ω第一次「課題意識を高めろ」

◎「私とことば」について、素朴な考えや体験を書く。

①「私とことぱ」について最近考えてぃること。

「ととば、コトバ、言葉」。ことばは文字とかかわって私たち人間と深いっながりを

持っていろ。人問が人間でありうるためには、言葉を欠かすことはできない。そこで、

「私とことば」にっいて、自分の考えを書く。また、単元を学習してぃく過程で自己の

変容を捉え、自己評価の目安にする。

自分の感情を表すためだけだったら、言葉はそんなに重要ではないだろう。考えや思想を伝え

たいがために、あらゆるものを言葉と結びつけナこのた'と思う。人に何力北云えるにしても、それが、1

ただ相手にぶっけろだけでは完全な会話にはならないのではないだろうか。やはり、思いやりの

あろ自分なりの言葉を使うことが一番で、人問らしさにっながるのだと思う。
(N子)

国語科における「学ぶ力」を育てる単元学習の実践

②自分の体験を書く

ことばには、「心に残る.ことば」「慰められたことば」「勇気づけられたことぱ」ま

た、「傷っけられ九ことば」などいろいろある。そのような生きたことばを話し手と聞

き手の関係で捉え、その時の場面状況がわかるように書く。

^^^^^^^^

私たちは、普段、自分の意思を伝える手段として実に何げなく言葉を使ってぃます。言葉に対

する意識というのも低いものだと思いますが、ここで言葉にっいてもう一度深く考えてみるとと

が必要だと思います。この「考える」ことこそ言葉の奥のしんとなっているものです。考えなし
.

の言葉は底が浅く、他人の心の中にまで響きません。
( M子)、、、、、、、、、、、:

7

■..■■.■■■■■.



心に残ることば

小学校の時、先生からいろいろ教えられたことばがある。 3年生の時、担任の先生に「あん九

1は遊びの天才だね」と言われナこことが、今だに心の中に残っています。その頃の私は、毎日何時1

1間も遊んでい九し、いろんな遊びを作ったのです。 5年生の時は、 1学期の初日、先生が教室の

1みんなに、「君たちは人間かロボットか?」という話をして下さいました。これは自分自身の考

えを持って行動ができるかどうかという意味です。また、その先生は、「食べることも大切だが、1

1出すことはもっと大切だ。.」と、よく言われまし九。これは身体のことだけだと思っていまし九が

1本当はその裏に秘められた大切なことを言われたのだと思います。
( N子) ..■.■■■一'ー.....■J

.■.■.゛ーーーーー..1

私の読んだあろ本の中で、登場人物のセリフにこういう言葉がありました。「死んでいく花よ

りここに生えていろ花の方がどれだけ美しいか分からん」、これを読んで私ははっとしました。
.

1死んでいく花とは名人が生け九生け花です。ここに生えている花とはいわゆる雑草です。
私たちは目先の美しさにとらわれて本当の美しさ(生命)を見過としているのではないでしょ

う力、この言葉は「生きる」ことのすばらしさを知っている人でなけれぱ言えないでしょう。し

1かし、それに対して名人はこう言いましナこ。「私たちは一瞬の芸術を求めているのだ」、「死ぬ

1前に晴れの舞台に立たせてやるのは無駄か」と。私にはどちらの言い分も正しいように思えます。1

しかし、これだけは言えます。生命の美しさが分からなければ、その人はどんな美も分かってい

1ないのだと。
(M子)

-8-

義川

気になることば

自分の意見とくぃ違うことを、た九きっけられるといやな感じがする。また、「だめだ」「そ

うじゃない」と強く否定され九りすると嫌いになってしまう。悪口で「バカ」とか「アホ」とか

1はすぐ忘れてしまうけれど、自分についての個人的な悪口はいつもいやな気分で聞いてしまう。

ほた、手伝いなどをした時「なんでそうダメなの?」と強く言われると、すとく不快な気分で、

もう手伝いなんかするものか、という感じになります。
( N子)1■^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

言葉とは、簡単なようでいてむずかしいものです。例えば、謙遜ということばがあります0 自

1分ではへりくだっ九気持ちで言っていても、他人から言われると内心腹が立ってしまう。それが

1人間というものだと思います。言葉とは、いっも本心と必ずしも同じとは限りません。だから、

1言葉が足りなくて相手に本心が伝えられないこともあります。他人を誤解してしまうこともあり

ます。でも、逆に本心と違うことで利点もあるのです。例えば「おせじ」はいやな感じがします

1が、言われて悪い気はしないはずです。言葉が対人関係の潤滑油になるといいと思います0

( M子)

津 啓



国語科における「学ぶ力」を育てる単元学習の実践

◎学習教材として次の資料を与えろ

「日本人の言語表現」金田一春彦

「おしゃべり」柴田武

「ちょっといい話」肩板康二

「では、お母さんによろしくね0.」、「今ちょっと出ておりますが、もうそろそろ帰って参りま

すから、しばらくぉ待ちくださいません力、.」と力入「ぼっぼっ」など、外人にはとうてい理解し

難いことばが日常語として当り前に使われている。このような日本人特有の不完全ことばによっ

て、日本人は相手の心を察しようとすろ勘を育ててきた。いわゆる、日本語の察しの文化であろ。
筆者は最後に それにしても、相手のことばが分からなくても、その気持ちを知ろうとすろ

努力、これは貴いというべきではない力、ヨーロ*バのホテルは、タイのホテルと違い贅美を尽

くしており、そこに勤めていろボーイも、日本人だったらテレビのスターになれそうな容貌.身

のこなしをしている。しかし、わたしには、そんなものは、人の心を察しようとする思いやりの

気持ちに比べれば、三文の値打ちもないように見え九のである。 と結び、日本語のもつ

奥行きの深さを説いている。

「日本人の言語表現」の一節金田一春彦

「あいさつのことば」川崎

「毎日のことば」柳田国男

②第二次「自己課題の設定」

①「気になることば」と「心に残ろことば」の2つの視点でことばを集めろ。

D 「ことば」が交された場面状況をきちんとおさえる。

2)「ことば」のやりとりの相手との関係をはっきりと捉えろ。

3)相互の気持ちのずれ、通い合いなどをはっきりとすろ。

4)「ことぱ」のイントネーシ,ン、強弱、その他の表情なども。

5)交された「ことば」の意図がわかるように文章化すろ。

6)取り上げたわけを書く。
.

②収集したことばをいくつかに分類し、見出し語をっける。

③自分自身にとっての問題意識を明確にし、自分の課題を設定する。

洋

.
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^日本語の「察しの文化」

①「ことば集め」②

①せか
せるこ

とば

マイナス傾向のことぱ(気になることば)

はやく00しなさい 00しなさい
るなとぅととやれもういくよう
るの急がないとあと一分 two

川

<日常よく使われることば>

「分類」

津

うそをつくな何か文句あるかうるせえくそ
つたれ卑怯者やれるもんならやってみろさ
ぽるないいかげーんそんなこともわからん
ガキぎまあみろうそばっかしなにやうちょ
うや幼稚余計なことすろなや冗談じゃない

どうしますかふざけんなよてめえらま
だできちょらん本気にしたけんねおまえたち
は程度が低い

転

啓

移

③いじ
めこと
ば(排
他的、
仲間に
入れな
い)

義

し

おまえはいいや(いいや、いいや)あんたに

は関係ないことでしょとめんですむことじゃな
いでしょおまえだめだなあそんなやつほっと
け勝手にしたらいいでしょなにもわかうてい
ないくせにあんたいやだわ一回死んで ^、

三ぺん死ノしで

な

もたもたす
まだやって
Weeks

④弱点
をつく

ととば

(侮辱)

し、 こ

①ほめ
ことば

(人の

良さを

認めろ)

のぼせえなやたいこもちばかみたいけち

バカひ弱ばうかじゃないこれやっといて
あとでお前が困るんだおまえのせいだあんた
なにいうちょうねガキ子ども恂考えてるの
どうしてこうなろのあほ

プラス傾向のことば

と

⑤しら
けこと

ぱ

ば

ナイスシュート巧いプリティーよくやう
たおしいよすといねおもしろいおめで

とうセンスいい楽しいよすてきだよ

静かにしてよそれで 00のどこが最低.ノ
しけえ死ね別にかってにやれやあっそう
あっほんとそれからマジ私には関係ない
そりゃよかうたそれがどうしたヤバイかう
てにやうたらそんなことせんでよふうん
れでがんばればああやうぱりあそうよか

つ九ねなん力北、つ力どぅちでもいいなんた

そりゃそうなノしじゃないあん九がそう思うて
ればそうかもしれんねこいつなんかいっちょう
でおれしらんさあ00君だないかや

②励ま
しのこ

とぱ

(取材力ードより)

(心に残ろことば)

あともう少しだったねやれぱできる大丈夫
だよがんばうてやったあもう一本調子
も乢、よよくやったあともう少しだファイ
トおしいよ元気だして君だったらできる
おもいうきりまた来てねあきらめろな
しい、おしい手伝おうかがんばったねヌ
にするなそんなことないどノしまいどんまい

⑥僻み
ことば

ーー^

③慰め
ことば

私ばかだけんどうせぼくはばかですよどうせ
「ー・・ー」でわろかったね「ーーー」のくせにど
うせ「ー・ー」でしょほうといてよとめんね
あん力それでも人間ですか

⑦謙遜
ことば

あと人丈夫だから次がんぱろう早くよくなれ
よどぅし大のどうしますかすノしだことし
ようがないわやとくろうさんまあいいがや
とめんなさい今度がんぱろうね私も好きだ

気にせんでもいいがね

⑧乱れ
ことば

つまらないものですけど私
けんめいわくでしょうけど

んでも悪くいう)

④応答
ことば

⑨暖昧
ことば

(吊吋こらと

省略)

ぜんぜんいいぞず「うがいたい

くつう力丸寸こい「大陽にほえろ」
スとぅて汚名ぱんかい

ありがとううんわかったいいよさような
らおはようじゃあねバイバイどういたし
ましてバイバイいいえ、いいえもしもし
さようなら

(豆)なつ
かしい

粋きの
あるこ

とば

うそ都ほんと

もねどう思う

でしょう別1こ

灯消してあげあげ
つぼつぃきましょう

⑥ n分
1こし、し、

1捌かせ
ること

ま

「・ー」が恕かっオこ
(自分を何でもか

①プレ
ゾ:ノ¥

ーこと
ば

ほおでもねえ

なんでもいいよ

プラス傾向

フプイ

つけ

でう

プラス傾向

がんばれよよかったね

絶対に勝てる

②嫌み
ことば

募金のお企
がやろソー

転

⑦

人間ですか
だんだん

ト位置についてヨーイ

しうかりゃれさあやろう

りワ

ノクス

ことぱ

移

まあ、そうか

じゃないの

ナイスシュートあノしたかうこいい

かわいいよくやったよかうたね

なさい最高

・^

負けて当然だりラ,クス.ユアセルフ打倒
00.ノ柑手を苦しめろ(外に気持ちを向け
ろことば)ああ、おもしろかう力万歳三唱
(自分に素抗になること)

す

⑧暖昧
ことば

マイナス傾向

おじじ

る

⑨その
他

ぽ

おまえならできろ

どうも

こ

でも~

よし、

心に太陽を1寺て初心忘するべからず人問か
わろことができろんだ死んでぃく花より生き
てここに生えてぃろ花のほうがどれだけ美しい
かわからん(生け花と雑草)

と

あうそう

おち
やる

は

どっちでも

(場血状況で)

あんた

とめん

①患わ
せぶり
のこと
ぱ

マイナス傾向

どうかね

ノゞソカフ

イヤーン

-10 -

(甘う九れたいい方、暖昧表現)

(好意の気持で逆説表現)

め
と
の
)

責
こ
の
り

の
ば
(
し

②



③課題の設定

<私のテーマ>

重々しい言葉から気軽な言葉へ変化してきた日本語

国語科における「学ぶ力」を育てる単元学習の実践

(1生徒の場合)

(テーマの解説)

最近、気軽に使える言葉に変化してきていると思う。そうぃう言葉を使う場△は、やは
り友だちとの間であって、目の上の人には敬語を使う。相手によって使い分けが必要であ
ると思う。

③第三次「語いの文化性を高める」

◎「学習の手引き」より

0生活語いの見直し

H

ことば十心(思いやり)

マイナス傾向の
ことば

「それで」

※察しの心が欠
けている

↓

ーーヲ
プラス傾向の
ことば

「よくやったね」

・^ヲ・・通じ合い、わかり合い

※察しの心(日本語の「察しの文化」)

0表のまとめ方

1・ことばの貧弱

「ことば」は本来"通じ合う"炊わかり合う"
ものである。しかし、日常交されてぃる「ことば」
の実態は必ずしもそうではない。

そこで、日常よく使われているマイナス傾向の
ことばの実態を明らかにすることにより、日本語
の持つ「察しの文化」のよさを学ぼうとするもの
である。そして、ことばの貧弱さに気づき、少し
でも自分九ちの生活を向上させろために、生活語
いを見直し、語いの文化性を高める学習である。

さ

◎分類<しらけことば>

[玉玉玉]
・類義語

体験談

(日常よく使われることば)

※語いの文化性を高める

◎分類<褒めことば>

あなえの人徳ですね

日常あまり使われない気のきいたことば)

・類義語
かつさい

(拍手喝釆、絶賛、

その人に備わっている徳

◎分類<褒めことば>

巨ヌ亙王五回
・類義語

体験談

↓ (「類語新辞典」<角川による>」

'
対義語
◎分類<あざけりののしろことば>

人を悪く言っておとしめる
・類義語

くき こ 郭

(腐す、扱き下ろす、

「のぽせえなや」と口汚く
誇くそし)られた

一
を
さ

゛一
と

一
こ
ま
一

一
 
1意

つ
と
一

故
断
こ
一

.

'
'
'
'
、

(
日
常
よ
食
わ
れ
る
こ
と
ば
)

の
こ
と
ぱ

プ
ラ
ス
傾
向

の
こ
と
ば

マ
イ
ナ
ス
儒



0語い調べの観点

① 義語

類義一一走る=カメナろ。光る=輝く=照る=きらめく。
>「差異性」ア(

対義一一暑い=寒い。内=外。(対応)

一般一ーせんべいをかじる(固いものをかむ一辞書的な意味、^的)
イ(

特殊一ーピアノをかじる(ちょっとたしなむこと一場面状況や文脈によって特殊化
..

される)

◎分類<ほめことば>

川

巨五Σヨ

威語

ア、語のさすものーー「ほたる」=美しい、はかない感じ。「要求すろ」は「要望する」

よりも強い感じがする。

※語のさし示すことがらや物によって受けろ感じがちがう。(感情移入、個人差があろ)

イ、素性(本来の性質)・・漢語(簡潔で力強い感じ)

和語(まるみのあろやさしい感じ)

外来語(モダンな感じ、高級そうな感じ)

※語の素性や使われ方からくる感じのちがい。

ウ、形・・擬声語<ガタガタ>。擬態語<じっとり>。語の発声形式からくる感じのもの

<四=死>。文字の配列形式からくる感じのもの<子どもの名づけ>

エ、美醜・適否"一美醜・適否からくる感情、感覚のち力丸、。

③位相

ア、所属一一社会集団のちがいによって使用語いが異なろ。(職業の違いなどから)

イ、場面・一場面や状況のちがいによってことぱがちがってくる。

ウ、性別・・男性ことば。女性ことぱ。

エ、年令一一年令差によることばのちがい。

津

②

啓 義

.類義拓

ナイスラッキートロピカノレ

ワンダフルサーモンピンク

アドベンチャージャスミン

12

ーテフル

◎「学習の手引き」による実践

<語いの文化性を高める>^(1生徒の場合)

◎分類<せめことぱ>

あ

・類義語

(きわどい、やばい)

ぶ

(日常よく使われることば.)

な~し

マ
イ
ナ
ス
傾
向
の
こ
と
ば

ノトレノ

プ
ラ
ス
傾
向
の
こ
と
ば



(体験談)

友達とお話をしている時に調子に乗りすぎ

て、残酷な話になったり、人に迷惑をかけた

りし九時に、「あ・ぶ・な~い」と一言。感

情を表現する時にも使える流行語のようなも

のだと思う。もともとの危いの意味とは違う。

国語科における「学ぶ力」を育てる単元学習の実践

◎分類<せめととば>

匝亟至ヨ
・類義語

①国語辞典で調べる

(陰で非難される)、陰(人が見たり、

聞いたりしない所)、こっそり(人に気づ:

かれないように何かをする様子)、

非難(他人の欠点や過失を取り上げ、それ

は悪いといって責めること)、欠点(不十

分、不完全な所、非難されるべき所短肺

過失(そうするつもりは全くなかったのに

悪い結果をもたらすこと)、責めろ(怠慢
約束の不履行、あやまちをとがめ、なじる)1
怠慢(心がけが悪く、やるべき仕事をきち

んとやらないようす)、なじる(悪い点を

問いつめて非難する)

②漢和辞典で調べろ

・陰(ひそ力入秘密にして人に知らせない、陰コ)1

・非(そしる、せめる、とがめろ)

・難(なじろ、せめる)

・指弾(つまはじきする、非難する)

・攻撃(強く非難する)

③他の資料で調べる

類語辞典ことわざ辞典、慣用句辞典など1

・四面楚歌(周囲から非難する)

・皮肉(遠回しに非難する)

・痛棒をくらわす(手厳しくしかる)

・槍玉に挙げる(欠点を指摘して非難の対

象にする)

・取うちめろ(動きをとれなくしてひどく

非難する)

・聞き轡める(うるさく問いただしたり、

非難したりする.)

・非を打つ(欠点をあげて非難すろ) 1

(体験談)

昼休みなどに遊んでいて、友達が活躍した

時、「プリティ」とか「ナイス」とか言って

友だちをほめると楽しくなってくる。友達と

の間で気軽に使えると思う。英語のPretty

の意味とは違う。流行語のようなものである。

(日常あまり使われない気のきいたことば)

U

対義拓

1◎分類<ほめことば>

推賞

・類義語

・激賞(非常にほめろこと)

・賛美(心からほめ九たえること)

・絶賛(この上なくほめろこと)

・類義語

・崇拝(あがめ敬うこと)

・心酔(非常に感じて、心から敬うこ

と)

・仰望(仰ぎ望むこと、尊敬して敬う

とと)

13 -
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1・・・ーーー・ー<「分まE男1」による語い調べ」から>

a、自分に言い聞かせることば

T君「打倒00.ノ」 00には、人の名前がくる。これはりラ"クスことばで、テストがあ

ろ時この言葉を言うと「よし、こんどやるぞ」という気持ちになる。「打倒」には打ち倒

すこと。打ち負かすこと。ノ,クァウトなど意味がある。いずれも他に威圧感を与えるこ

とばではなく、すべて自分に向けられ九言葉であろ。

0さん「よし.ノ」。安心できることばである。緊張したときに、一言いい聞かせるとわりと

安心でぎる。類義語には、「決断」(きうぱりと決めること。善悪、正邪を裁くこと)、

「独断」(独り決め、「^専行」「^的」)の漢語があるが、「よし.ノ」の意味は、この

二つのことばの間を揺れていろ。

b、人に話しかけることば(話しかけられることば)

①転移することば

<プラス傾向のことぱ→マイナス傾向のことばへ>①→ e)

K君「すとい.ノ」。なんでもかんでも所かまわず使われろ。まさに、「濫用」(むやみに使

うこと「職権濫用」)÷「乱用」(みだりに用いること)である。日本語の持っ「柔ら力、1

さ」と「難しさ」。場面によって意味力裟わる。(柔軟性)それ故に使い勝手の難しさが 1

ある。故事成語に「白髪三千丈」という言葉があっ九。

1さん「よかったね」。いやみことばである。日本語は聞き手の気持ち、話し手の気持ちで1

快にも不快にもなる。類義語に「各める」「一立てる」「雀す」「誇ろ」「ぎんする」な
どがあった。

<マイナス傾向のことば→プラス傾向のことばへ>●→①

Mさん Rまほ」(「ば力司と「あほ」の中間、「ばら」(「ば力U と「だら」の中間)は、

最近はやりの若者ことば(流行語)である。直接的でなく、気持ちよく受けとめられる。

ゆかしく九しなめる効果がある(「無作法を^める。.」)。類義語には「愉快」「気やす1
そし_゛:

さ」があり、対義語には「見下す」「誇る」「誹誘する」「毒突.く」「中傷する」などが1

あった。

②転移しないことば

<プラス傾向のことば>田

1君「プリティ」「ナイス」は気軽なほめことばである(流行語)。友だち間でよく交さ
え^^、、:

なろ。慣用句に「笑壷に入る」「悦に入る」などがあっナこ'れ、気持ちが通じ合って楽しく

S君「さすが^.ノ」。生活を楽しくする、ほめことぱである。漢字で書くと「流石」であ1

ろこと。夏目激石は「激石枕流」の話に感心して借用した当て字であること0 故事成語

(「枕石激測→「枕流激石」)の言葉であり、負けおしみの強いことのたとえ、ま九、

こじっけであること。対義語に「不手際」などがある。

1君「しゃきっとしろよ」。励ましのことばで、ぽくの好きなことばである0 類義語には、

「入刻「背水の陣」(「^をしく」)があり、対^汝よ「だ媛」「無噺玻」などがあろ。'

川 津 啓 義

^
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<マイナス傾向のことば>●

Kさん、「のぼせるな」。人の弱点をつくことぱであろ。類義語には「舌を出す」「甘くみろ」ノ

「見下す」「侮辱する」「軽蔑する」「さげすむ」「野次る」「半畳を入れる」(「半畳1

を打っ」非難、から力北、)「水をさす」「あざけろ」「はやしたてる」「もてあそぶ」

「尻目にかける」(「流し目」、さげすむ意もある)

hさん「ふーん、それで?」。しらけことばである。日常、友だちにプラス傾向のことばが
けなののし

使えず、つし使うことばである。類義語には「肥す」「罵る」「毒突く」「責め立てる」
つ主捻じ

「当てつけ」「jΠ弾き」(「^にあう」)などがある。

国語科における「学ぶ力」を育てる単元学習の実践

L-....'ーーー..ーーーー'ーーー..

<「課層哥丈」""観棚U1て吟g村る>「の1王せるな」のことば1瑚して(Kξ套徒α場・合)

領

0軽蔑する
・侮辱する
・見下げる
・蔑む(さげすむ)
・見下す
・侮る(あなどる)

0舌を出す

0 甘くみる

0尻目にかけろ

し、

域

類

義

義

0崇拝する
・崇める(あがめる)

0 敬う

0慕う

般

0 0

感

形

⑦語義の特殊(ピアノをかじる相手をのむ耳が痛いなど)は慣用句に多いが、ここで
..

言っている「転移のことば」も同じように考えている。

④語感、位相においては、場面、状況と受けとり方で異なってくる。そのような微女少なこと

ばのちがいに気づく場であっ九。(「表の書き方」に問題があった。)

0

0適

漢

位

X否

0

ノ

X

友だちとの間で使うぽくたちの言葉には、少しおかしな日本語が九くさんある。短縮された言

葉(「タやけニキンニキン」を「タニャン」)や、順序を入れかえた言葉(「におい」を「おい

相

性

-15 -
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にい」)、それに流行語などが、その例である。しかし、友だちとの間でむやみに敬語を使った

り、きどっ九、堅苦しい日本語を使って話すよりも、今のままの方がずっといい。ぼくたちの使

う言葉には、チラリと光る何かが隠されているのだと思うからである。

ぼくたちは普段、昼休みによくサッカーをするが、友だちのシュートが決まろと、「プリテd」

と力入「ナイス」とかを口々に叫んで友だちをほめる。シュートを決めナこ人は、こういう言葉を

聞くと、うれしくなって、「もう一本.ノ」などと思っナこりすろ。もし、シュートを決めた時、敬

語や、堅苦しい言葉で、あたかも賞状を読む時のように、「00殿、あなたは、大変優秀な成績

を納めーーーUなどと賞賛されると、相手も自分も噴き出す以外にない。あるいは、うれしさや楽

しさなどの感情がうすれるばかりでなく、全くしらけてしまうことさえある。つまり、キラリと

光る気軽な言葉こそ、その場に応じた生きた言葉であり、大事にしていき九いと考えている。

「プリティ」という言葉は、元来、英語の「pretty」、つまり、かわいいなどの意味だが、

ぽくたちは、プラスィメージとしてのほめ言葉、喜びを表す言葉として使っている。ところで、

このほめ言葉には、何種類ぐらいの言葉がどれくらいあるのかと思い、類語辞典で調べる学習を

した。その結果、たくさんの語いの発見ができた。中でも、「推賞」(人に向かってほめること)

とか、「笑壷に入る」(思い通りになって喜ぶこと)また「悦に入る」などは心1こ残った言葉で

ある。対義語には、「うしろ指をさされる」(陰で非難きれる)と力入「四面楚歌」(周囲から

非難される)など、今までぼくの知らなかった、漢語や慣用句、それに故事成語の言葉を見っけ

ることができた。新しい言葉の発見は、今までの使い慣れてきた「プリティ」とは、一味ちがっ

た喜びを持っことができた。こういう言葉の学習をしていなければ、数年後、テストとかに出題

されてぃても、むなしく次の問題へと目を移し、 2、 3点捨ててしまうというはめになっていた

かもしれない、などと思ったりもした。とにかく、この学習によって、ぽくの生活語いのレベル

が高まったことは事実である。

気軽な言葉には、とまどいなく使えるよさがある。感情が表現しゃすく、明るい雰囲気をつく

つてくれる。とく親しい友だちに対してはなくてはならない言葉である。しかし、不都合な場面

が無いでもない。自分なりに反省して考えてみる必要がある。気軽な言葉だって、オールマイテ

イではないからである。日常安易に使っている言葉に安住してばかりはおれない。これから先、

目上の人に話す時や、入社試験などの面接、お見合い⑦等の、いろいろな場面に遭遇する。その

ような時、気軽な言葉だけでは通用しないことになるだろう。学習を通して、語いを豊かにし、

生活語いのレベルア,プが、今こそ必要である。「プリティ」のよさも肯定しながら、それ以上

に多くの言葉を獲得しなければならない。その場面場面にあっ九適切な言葉が使え、その言葉に

磨きをかけろことによって、心と心が通い合う、よいコミュニケーシ,ンをっくりたいと考えている0

(評)特設単元「ことぱの有り様」を考える^日本語の「察しの文化」^のまとめとして

書かれた文章である。「プリティ」ということばの持つ日本語特有の察しの文化に着目し、

考えを深めてぃる。そして、語いの文化性を高めるえめに、語いの拡充を図る努力がみら

れる。(ともしびM7 2 号より一 1987.3 -)

川 津 啓 義
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5.考

単元の目標

国語科における「学ぶ力」を育てる単元学習の実践

察

◎生活語いを

見直し、改善

する態度を育

てる。

0 課題意識を

育てろ。

単元の展開

第一次

課題意識を

高める

開

1.「私とことば」

について自分の

考えを書く

<個別化学習>

1.について

・ことばは伝達の手段として、また、考えを深めナこ

り、思想形成になくてはならない。しかし、思い

やることばを通して心の通じ合う大切さを強調し

ている。

・伺げなく使っていることばへの反省、「考えろ」

ことの大切さを書いていろ。

※「しらけことば」「いじめことぱ」の濫用に対し

強く反省し、改善を求めている。

2.1てついて

C心に残ろことば〕

・先生、先輩、両親から聞いた話

「君は遊びの天才だ」「君たちは人間かロボット

か」

・読書により

「死んでいく花よりここに生えている花の方がど

れだけ美しいかわからん」

〔気になることば〕

・一方的に九たきつけることば。個人的な悪口。誠

意が通じない。誤まった敬語の使われ方。舌たら

ずによる誤解。

・ことばの二面性(「おせじ』の効用など)

3.について

「よろしくね」「もうそろそろ」「ぼつぼつ」に

代表される日本語の察しのことばをめぐって文化

論を展開している。

※この教材を中心触材として、他の教材も用いて単

j論§各生徒に4罰直づけられナこ。また、豚厶とことば」に

ついて考えも深まり、課題意識を高めること力ゞできた。

分

2.体験談を書く

<個別化学習>

析 . 考 察

3.資料齢説文)

を読む

「日本人の言

語表現」金田一

春彦^を中心

教材として

<一斉学習>

0生活語いの実

態をつかむ

第二次

自己課題の

設定

1.「気になろこ

とば」と「心に

残ろことば」の

1.1こついて

.体験談や日常生活の中からことばを集める。「こ

とぱ」「状況」「取りあげたわけ」の三項目によ

る取材力ードを作成すろ。

2.について

・分類と見出し語は生徒と教師の合作である。

17 ー
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単元の目標 単元の展開

川

2つの視点でこ

とばを集める。

<イ鵬Ⅲヒ学習>

2.収集したこと

ばを分類し見出

し語をつける。

く個別化・小集

団学習>

3.問題意識を明

確にし、課題を

設定する。

<個別化学習>

津 啓

※分類と見出し語づくりは生活語いの実態を把握す

るのして有効な学習法であろ。学習過程の重要なポ

イントとし九い。「転移しないととば」から「転

移することば」の発見は、テーマとかかわって価

値あることである。

3.1てついて

「私のテーマ」「テーマの解説」の2つについて

まとめた。

※個の学習(「考えを書く」「体験を書く」)から

一斉学習(中心教材を読む)そして、個の学習

(課題の設定)にもどろ学習形態の組み合わせは

問題意識を高める九めに有効であっナこ。

義

分

◎語いの拡充を

図り、その方

法を身につけ

る。

析 .

悟

考

第三次

語いの文化

性を高める

0辞典の活用

・国語辞典

漢和辞典

類語辞典

慣用句辞

典、こと

わざ大辞

典、反対

語辞典

察

0語しV波診乞を図る

<個別化学習>

1.日常よく使われ

ることばに1、て

・マイナス傾向

のことぱ

・プラス傾向の

ことば

2.日常あまり使

わ村よし岐辺)きい

たことぱに1、て

・類義語

・対義語

・故事、ことわ

1.について

・自分のテーマとかかわってことばを決め、その体

験談を書く。

※若者ことばは氾濫し、特定の場や集団で使われて

いる。そして、結構楽しんで気持ちの交流を図っ

ていろ。

※「転移することば」は、学級のV5の生徒がと

りあげていた。アクセントやイントネーシ,ンの

微妙な違いからくることばの転移の妙味に気づい

たようである。

2.について

・辞典類を駆使して語いの拡充を図っ九。1つの方

法は「あることぱを辞典で調べ、出てきたことば

をま九辞典で調べ、語いを広げていく方法である。

もうひとつは、グループで知っていろことばを出

し合ったり、予想を立てて調べろ方法である。

※未知のことばの発見は個々の生徒にとって大きな

喜びであった。また、生徒相互の調べ学習に有効

な題材でもある。

3.について

・辞典類で謝べ九語いを三つの観点でそれぞれおさ

え、語いの働きを学習する。まナこ、語しⅥ地統も図る。

※三つの観点でそれぞ才ゆ語いの働きをおさえること

によって、微妙な相違点を理解することができ九。

※語感の「適否」や位相については、そのことばが

使われた状況や相手等によって全く異ってくる。

0 「語義」「語

感」「位相」

の観点から

3.語い調べ

・語いの働き

ぎ、格言
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単元の目標

国語科における「学ぶ力」を育てる単元学習の実践

単元の展開

◎本来あるべき

「ことばの有

り様」を考え

る。

0日本人の察

しの文化に

根・づいた

「ことば」

の獲得

入

第四次

学習した語い

を使って意見文

を書く

(「私とことは」

一察しのことば

をめぐってー)

ことばの機能を理解する上で有亥力な学習である。

※語義の「^と特殊」は、転移することばで捉え

ることができる。

(「バカ、イヤーン」Gヲーイ金)「がんばれよ、よ
くやったね」圧H●)

分 析

「察しのことば」をテーマにしナこ意見文を書く。

※日本語特有の察しの文化に具体的な「ことば」を通

して触れ、考えを深めることができ九。

※生活語いの貧弱さに気づき、語いの拡充に役立っ九。

※日常安易に使っていることばが、「人を傷つけ」、

「人を遠ざけ」ナこり、「自分の心の貧しさ」に気→

く契機となった。

1.意見文を書く

<個別化学習>

・使用語いの拡

充

・場面ま状況の

中で的確に使

える能力

2.グループで読

み合う

く小集団・一斉

学習>

・人の心を察し、

思いやろ支欝

ちに支えられ

た「ことば」

考 察

6.評 価

今日的課題である"学ぶ力"の育成は、国語科における"単元学習"によって達成されるも

のと捉えた。ことばの乱れの実態を鑑み、本来あるべき「ことばの有り様」を試行した。人の

心を察し、思いやる気持ちに支えられた日本語特有の察しの文化の意味を問し値す単元であった

そこで、三つの単元目標(「態度」・「方法」・「能力」)に照らして評価する、

0 第一次「課題意識を高める」における「1.自分の考えを書く」「2.体験談を毒く」の学習

活動は、自己に問いかける個の学習を重視し、「3資料を読む」では、金田一春彦氏の「日

本人の言語表現」を教材として個の学習をゆさぶる一斉学習を設定した。個から一斉学習へ

の流れは課題意識を高めるのに有効な方法であっ九。

19 -
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0 第二次「自己課題の設定」において、再び個の学習に戻り、ことばの収集、分類、見出し

語づくりと一連の学習活動を通して自己の学習課題を設定した。この第一、二次の学習は、

「開示悟入」の「開と示」に相当するもので導入段階を個から始めて個にかえろ学習過程を

組んだ。この学習形態は、学習が自分のものとして主体的に取り組む態度形成の上で有効で

あっナこ。

0 第三次「語いの文化性を高める」は、生活語いを高め、見直すために語いの拡充を図るこ

とと、その方法を身にっけることをねらいとし九。個別化学習を中核とし、学習の過程に相

互学習を取り入れることによって意欲的に新しいことばを獲得し九。この「悟」に相当する

学習の場では、個別化を中核とした相互学習が有安力であった。

0 第四次「意見文を書く」は、第一、二次の「開示」で学習し九ことの個々の変容の姿「入」

として捉えるのに有交力であった。ただし、使用語いを拡充し、場面の中で的確に使える力

(文章力)の学習には、十分時間をかけることができなかっ九。

Ⅳまとめと今後の課題

今日、学ぶ力の育成を願い、教育のあり方を論じ、改革を求めて様々な教育実践が試みられて

いる。いわゆる、明治以来の西欧の文化に追いっけ、追いこせの掛け声のもとに行われ九教師主

導型によろ一斉授業からの脱却であっ九。新しい時代への過渡期に立九され九教育の大改革でも

ある。

本研究は、自己教育力を「学ぶ力の育成」と捉え、教育の原点である「学び手」の側に立った

教育実践の究明である。一斉授業から伯別化学習への転換であり、生徒一人ひとりの個性を尊重

し九個への捌戯であるといえる。喚言すれば、教師自身の教育観、思想の転換を必優としている0

「学ぶ力の育成」の具現化を国語科における単元学習と捉え実践してき九が、今後の課題とし

て次の二つをあげる。

①自己評価の場をきちんと設け、生徒に厳しく自己反省させる場を設定すろことである0 学習

で得たものを吟味し、フィードバックして、見直すことにより新しい課題が生まれる0

②「学習の手引き」の工夫である。教師が与えるというより、生徒が創っていくものである0

教師はこの手引きにより学びの過程がチェックでき、生徒にとっては自らの学習過程をチェッ

クし、自己評価できるのである。そして、単元の終了時にはひと「醐)冊子力拓きあがるのである0
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